
近畿大学工学部「図書館」 2018年 6月 1日 

 

工学部図書館便り 

Do you know? 

 

図書館よりみなさまへ耳寄りな情報をお届けします。 

 

(1) あなたは知っていますか？ てくたま Cockpit 
 
「てくたま Cockpit」は，工学部メディアセンターが提供する学生向け「学修リソースのリン

ク集」です。教職員もご利用下さい。日経 BP社の雑誌記事検索閲覧サービスや朝日新聞とアエラ

の全文検索サービスの聞蔵など図書館が提供するサービスへのリンクから，HiKING メール，てく

たま Passport，てくたま Moodle，シラバス検索などへのリンクが揃っています。「てくたま Cockpit」

で検索して活用して下さい。そして，ブックマークして常用しませんか。 

 

 



(2) あなたは活用していますか？ あなたの Web図書館「Myライブラリー」 
 
 近畿大学の図書館システムはマルチ・キャンパス対応の次世代型で，パブリック・クラウドの

Amazon Web Service(AWS)上で運用しています。このシステムで近大の 230 万冊（内工学部 25 万

冊）の蔵書を検索して，どのキャンパスにある図書でも無料で取り寄せることができます。なお，

近畿大学は 2017年度全国大学蔵書数ランキングで 20位でした。 

さらに，図書館システムの機能に「Myライブラリー」があり，ログインすると「図書の貸出延

期」がオンラインで可能です。また，蔵書検索 OPACで検索すると，収蔵場所が分かり，他キャン

パスの蔵書でもクリック 1回で取り寄せ依頼できます。また，電子ブックの場合は URL欄に 

     マークが表示され，このマークをクリックするだけでアクセスできます。このように，

「Myライブラリー」で近畿大学図書館が提供するサービスを統合的に利用できます。 

(3) あなたは知っていますか？ 工学部学生が図書館で年に何冊本を借りるかを 

5冊です。2017年度の学生貸出総数は 11,462冊で，学生一人当たりでは 5冊です。なお，日本

図書館協会の 2017年度のデータによると日本の大学生の平均は 10.6冊です。 

(4) あなたは知っていますか？ 工学部図書館の入館者数を 

 2017 年度は 1 開館日当たり 216 人（年間 60,513 人）でした。2017 年度の入館者数は前年度比

107％です。工学部図書館には閲覧席が 389席あり，特に 3階の閲覧席は静かですので集中できま

す。 

(5) あなたは気づいていますか？ 図書館 2階新コーナー「NOAH Key Books」 
 
 本部アカデミックシアター内のビ

ブリオシアター1階に NOAH33が出来

ました。これは松岡正剛氏のセレク

ションによる，33テーマに渡る３万

冊の書棚です。NOAH33の中心となる

のが Key Books です。工学部図書館

では Key Books約 200冊を集めたコ

ーナーを 2 階に新設しました。古典

から話題の書まで選りすぐりの書籍

が揃っていますので，読書ガイドと

して活用してください。 

NOAH 

New Order of Academic Home 

 

 



 (6) あなたは知っていますか？ 企画展示コーナー「科学道 100冊」(理化学研究所) 
 
2017年に理化学研究所と編集工学研究所とが，科学の面白さ，深さ，広さが伝わる「科学道 100

冊」を選書しました。それらを企画展示コーナーに集めました。ファラデーの「ロウソクの科学」

やダーウィンの「種の起源」などの風雪に耐えた古典から，カーツワイルの「シンギュラリティ

は近い」やハラリの「サピエンス全史」などの今話題の書まで揃っています。 

 

 

(7) あなたは知っていますか？ 図書館 2階 AVコーナーが PC・AVコーナーに更新 
 
 本年度，AV コーナーを更新するにあたり，

DVDプレーヤーを PCに置き換え，AV・PCコー

ナーにバージョン・アップしました。PC は合

計 8 台で，1 階メディア・ラウンジの PC と同

じものです。インストールしているソフトも

同じです。書籍と併せて学修に活用して下さ

い。 

 



(8) あなたは読んでいますか？ 図書委員会「読書ガイド」 
 
 工学部「図書委員会」では，2017年 4月から学期中は毎月「読書ガ

イド」を公開しています。毎月一日に読書ガイドを大判印刷してメデ

ィアセンター入口の掲示板に張り出すとともに，インターネットにも

公開しています。キーワード「近畿大学工学部 読書ガイド」で検索

すると見つかります。「てくたま Cockpit」にもリンクがあります。 

 

 

読書ガイド 

掲示板 


